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情報技術で九技専と連携・協力

包括協定書を手にする赤山聖子校長（右）と松岡市長（上）／人材育成から企業誘致、
移住・定住まで情報技術で連携・協力する協定書に調印した（下右）／駒井田町の九
州技術教育専門学校人吉校（下左）

　

学
校
法
人
赤
山
学
園
九
州
技
術
教
育
専

門
学
校
（
駒
井
田
町
、
以
下
「
九
技
専
」）

と
人
吉
市
は
、
７
月
10
日
に
「
地
方
創
生

の
推
進
に
か
か
る
包
括
協
定
書
」
の
調
印

式
を
市
役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮
本
庁

舎
で
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
九

技
専
と
人
吉
市
が
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

教
育
、
企
業
誘
致
、
雇
用
の
創
出
や
移
住
・

定
住
な
ど
、
多
く
の
分
野
で
重
要
度
が
増

し
て
い
る
情
報
技
術
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

８
月
に
は
協
定
締
結
後
初
め
て
の
事
業

を
開
催
。
全
国
か
ら
中
学
生
が
集
い
、
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
や
自
然
と
触
れ
合
う
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験
が
で
き
る
「
中
学
生

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
in

ひ
と
よ
し
」
が
九
技
専
主
催
で
開
催
さ
れ

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
市
と
九
技
専
が
連
携
・

協
力
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

「第72回熊本県民体育祭
人吉球磨大会」に人吉
市代表でボウリングに
出場する下林智広選手。
12年ぶりに人吉球磨地
域で開催される大会日
程など詳しくは８・９
㌻をご覧ください。

人吉で輝いている人

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
生
か
し
、
地

域
に
密
着
し
た
防
火
・
防
災
の
広
報

啓
発
活
動
を
行
う
女
性
消
防
隊
。
消
防
操
法

の
技
術
向
上
の
た
め
に
開
催
さ
れ
る
「
第
５

回
熊
本
県
女
性
消
防
操
法
大
会
」
に
人
吉
市

女
性
消
防
団
員
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る
の

が
松
鳥
さ
ん
、
早
田
さ
ん
、
小
田
さ
ん
、
中

村
さ
ん
、
小
原
さ
ん
の
５
人
だ
。

　

全
国
で
２
万
３
千
人
を
超
え
る
女
性
が
所

属
す
る
女
性
消
防
団
員
。
人
吉
市
で
は
15
人

の
女
性
が
「
人
吉
市
女
性
消
防
隊
」
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。
女
性
消
防
隊
の
活
動
は
、

市
総
合
防
災
訓
練
で
の
救
命
講
習
や
市
内
保

育
園
な
ど
で
の
防
火
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

こ
と
し
は
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

の
紙
芝
居
や
広
報
車
を
使
っ
て
防
火
啓
発
活

動
に
努
め
て
い
る
。

　

今
大
会
に
は
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
軽
可

搬
ポ
ン
プ
を
使
い
２
つ
の
的
を
落
と
す
競
技

で
ス
ピ
ー
ド
や
規
律
な
ど
を
競
う
。
大
会
は

２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
、
人
吉
市
で
の
開
催

は
初
め
て
だ
。
指
揮
者
の
松
鳥
さ
ん
は
「
暑

さ
に
負
け
ず
に
本
番
ま
で
の
練
習
に
励
み
た

い
。
タ
イ
ム
を
縮
め
、
規
律
を
細
か
く
修
正

し
て
大
会
に
臨
み
ま
す
」
と
力
強
く
話
す
。

本
番
ま
で
週
３
回
の
練
習
に
真
剣
に
励
む
５

人
だ
が
、
休
憩
中
は
メ
ン
バ
ー
同
士
で
話
し

に
花
が
咲
く
ご
く
一
般
的
な
女
性
た
ち
の
姿

が
垣
間
見
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
最
高
成
績
は
準
優
勝
。「
地

元
開
催
の
今
大
会
で
優
勝
し
、
９
月
30
日
㈯

に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出

場
を
目
指
し
ま
す
！
」

第５回熊本県女性消防操法大会に出場する

人吉市女性消防隊

人吉で輝いている人

▲真剣な面持ちで臨む練習の様子。本番と
　変わらない切れのある動きを見せる

▲ M
も ぞ か

OZOCA ステーションで、子どもたち
　に向けて防火教育の紙芝居をする隊員

ひとよししじょせいしょうぼうたい
左から、松鳥 泰代さん（相良町）、早田 真

ま こ

子さん（北
泉田町）、小田 薫

かおるこ

子さん（灰久保町）、中村 友里夏さ
ん（瓦屋町）、小

お ば ら

原 純子さん（西間上町）。人吉市女
性消防隊の５人は、８月20日(日)に人吉市で初めて
開催される熊本県女性消防操法大会に出場。地元開
催での初優勝を目指す。大会は、午前８時30分から
スポーツパレス一帯で開催される。
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※イメージ図などは、変更になる場合があります。

新市庁舎基本設計の概要をお知らせします

１ 設計の基本方針  
◎市民を守るための安全・安心な庁舎
◎来庁者や地球環境に優しい庁舎
◎分かりやすく親しみを感じる庁舎
◎機能性・効率性を重視した経済的な庁舎

◎ ICT を活用した行政サービスの向上

新市庁舎基本設計の概要を　

　　　　　　　
 お知らせします

２ 全体計画の概要　
工事期間・事業費
工事期間　　　平成 30 年 12 月開始　～　平成 32 年９月完成予定（工事期間 22 カ月）
供用開始　　　平成 33 年４月ごろ
総事業費　　　約 55 億円　（うち本体工事費約 45 億円）

敷地概要
敷地住所　　　人吉市西間下町字永溝７番地１ほか
敷地面積　　　約 11,838 平方㍍（暫定）
前面道路　　　【西側】市道第 19 号　青井西間線　幅員 11. ７㍍
　　　　　　　【東側】市道第 808 号　西間地内第９号線　幅員６. ７㍍

建物概要・仕様概要
主要用途　　　庁舎
階　　数　　　地上５階建て（５階は電気室など）
棟　　数　　　１棟（現在の西間別館は、改修して使用する）
最高高さ　　　23.55㍍
建築面積　　　約 2,394 平方㍍
延べ面積　　　約 8,882 平方㍍
構造種別　　　免震構造、鉄筋コンクリート造
基礎工法　　　直接基礎
駐車台数　　　約 200 台（旧保健センター前駐車場含む）　　
駐輪台数　　　120 台（自転車 100 台、バイク 20 台）
昇降機設備　　南側に乗用エレベーター 11 人乗りを１基、北側に人荷用兼乗用エレベーター
　　　　　　　15 人乗りを１基
その他　　　　車寄せ（庇

ひさし

）、屋根付き駐車場、屋根付き歩廊、ごみ置場、喫煙所

設備計画
電灯設備　　　照明は LED 器具
非常用発電設備　　ディーゼルエンジン ( 連続運転可能時間 72 時間以上 )
給水設備　　　上水は市上水道、雑用水（主にトイレと散水）は屋根面に降った雨水を使用
排水設備　　　災害による下水道本管破断に備え、３日分の排水槽を免震層下部に設置

市費からの支出は

約 10 億円

55 億円
総事業費

国からの支援 45 億円
（交付税措置）

財源の内訳

一般財源　10 億円

　熊本地震による麓町の本庁舎の被災や４月に策定された人吉市新市庁舎建設基本計画を踏まえ、７月 12
日に「人吉市新市庁舎建設基本設計」を発表しました。この基本設計は、新市庁舎の基本的な設計内容を
取りまとめたものです。これからこの基本設計を基に、市民の皆さんからさまざまな意見をいただきながら、
実施設計を作成していきます。
　新市庁舎建設に向けて、旧保健センターなどの解体工事や小

こ な が の

永野第 1 雨水幹線付替工事を進め、平成 30
年 12 月ごろに工事を開始し、平成 33 年４月ごろの開庁を目指します。

【問合せ】　市市庁舎建設推進室
　　　　　（☎２２－２１１１ 内線２１４１）

⇨

３ 概算事業費と財源（一般単独災害復旧事業債の活用）

【総事業費が増えた主な要因】
　これまでの総事業費より大幅に増加しましたが、主な要因は次の３つ
です。
①熊本地震などによる労務単価と資材費の高騰
②大地震が発生しても速やかに防災機能の初動活動が可能な免振構造の
　採用
③将来予定される消費税引き上げへの対応（８㌫→ 10㌫）

【一般単独災害復旧事業債の活用】
　国からの支援を受ける「一般単独災害復旧事業債」を最大限活用して
いきますが、元の機能を回復する原形復旧が基本です。国などとの協議
の過程で、示した内容が変更になる場合もありますのでご了承ください。

⇨
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【通常時の庁舎】
①西間別館や総合福祉センターと連携し
　やすい敷地配置
　・新庁舎の北側と南側のスペースを市
　　民ひろばとして、共有利用できる空
　　間を配置
②市道第 19 号に対する正面性や近隣住
　宅へのプライバシーに配慮して、南北
　軸に庁舎を配置
③構内の車両動線や歩行者動線の安全性
　を確保した動線配置
　・市道第 19 号からの進入口を主な出
　　入口として計画
　・市道第 19 号から西間別館前を通り
　　新庁舎へつながる屋根付き歩廊を計
　　画し、歩行者の安全を確保

【災害時の庁舎】
①安全安心な防災庁舎
②災害対策本部としての機能へ転換
③非常時の電源・給排水の確保

通常時

災害時

　７月に発表した「人吉市新市庁舎建設基本設計」の
イメージ図や平面図を紹介します。

新市庁舎基本設計の概要をお知らせします

平面図を紹介します
明るく開放的なエントランス
ホール、市民コーナーを計画。
総合案内、市民課などの窓口
部門を配置。

１階

２階

３階

４階

５階
電気室や機械室を配置。機械
類の目隠しとして外壁面の一
部には木材を使用。

建設部や経済部などの執務室
を配置。大会議室は税の申告
会場としても利用。　

市長室や防災安全課、総務部
門などの執務室を配置。災害
時には庁議室を災害対策本部
として一体的な対応を行う。

議場や委員会室など議会関係
の諸室を集約配置。備蓄倉庫
も配置。

床や天井などの内装材に地元産の木材を使用
吹き抜けによる開放的で明るく
温もりのある１階のエントランスホール

災害時には市民ひろばなどが
災害支援スペースになります !!

執務室

大会議室

売店
エント
ランス
ホール

市民コーナー

守衛室

授乳室

執務室

執務室

執務室

庁議室副市
長室

市長
室

市長
公室

執務室

大会議室

電気室 室外機置場

正副
議長
室

議場

※保健センターと教育部は西間別館を改修後に配置します。

備蓄倉庫

機械室

▲ 正面玄関

各委員会室
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全
国
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
を

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
人
吉
市
代
表
選
手
と

し
て
今
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
県
民
体

育
祭
の
出
場
は
２
回
目
で
す
。
６
月
に

代
表
に
決
ま
り
、
現
在
大
会
に
向
け
て

週
２
回
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
は
、
１
チ
ー
ム
４

人
の
合
計
ス
コ
ア
で
勝
敗
が
決
定
。
今

大
会
の
目
標
は
１
ゲ
ー
ム
平
均
２
４
０

点
。
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
の
足
を
引
っ
張

ら
な
い
よ
う
に
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
み

地
元
で
の
優
勝
を
目
指
し
ま
す
！

　

熊
本
地
震
で
昨
年
の
大
会
が
中
止
に

な
っ
た
分
、
今
回
の
人
吉
球
磨
大
会
で

は
選
手
の
皆
さ
ん
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
は
ず
で
す
。
全
国
レ
ベ
ル
の
プ

レ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な

競
技
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
人
吉
市

の
代
表
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
球
磨
郡
の

選
手
も
出
場
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　人吉球磨地域で12年ぶりに開催される「第72回熊本県民体育祭人吉球磨大会」
のスローガンは、「相良700年 悠久の流れに 競え力と技」。独自の文化と歴史を
育んできたこの人吉球磨地域で、各郡市選手団の熱戦が展開されます。
　人吉球磨大会では、派手さはなくても温かみのある「あいさつ」と「笑顔」の
絶えない大会を目指しています。この大会では、県内各地から７千人を越える選
手団が人吉球磨地域に来訪。選手や
大会スタッフはもちろん、地域住民
みんなで明るく元気な「あいさつ」
と「笑顔」のおもてなしで来訪者を
迎えましょう！ 
　皆さんのご協力をお願いします。

下林 智
ともひろ

広選手（願成寺町）

人吉市代表としてボウリング競技に出場する下林選手に意気込みを聞きました。

期日　9 月 16 日（土）
時間　午前 10 時～
場所　スポーツパレス

期日　9 月 17 日（日）
時間　午後３時～
場所　カルチャーパレス小ホール

　熊本県民最大のスポーツイベント「熊本県民体育祭」が、12 年ぶりに「第 72 回熊本県民体育祭人吉球
磨大会」として９月 16 日（土）・17 日（日）に人吉球磨地域で開催されます。大会では、24 の採点競技
と９の公開競技が実施され、人吉球磨地域では 25 競技が行われます。
　人吉市からも約 400 人の代表選手が出場！  各会場で繰り広げられる熱い戦いの応援をお願いします !!

【問合せ】　第 72 回熊本県民体育祭人吉球磨大会実行委員会事務局（☎２２−６５６１）

第 72 回 熊本県民体育祭人吉球磨大会　採点競技日程・会場

競 技 名
競技開始時間

会 場 名 市 町 村
16 日 17 日

陸上競技（男・女） 13：00 9：00 多良木町多目的総合グラウンド
（円盤投げは多良木高グラウンド） 多良木町

水泳（男・女） 13：20 9：00 人吉市民プール 人吉市

軟式野球 9：00 8：30

川上哲治記念球場 人吉市
錦町国体記念球場 錦町
あさぎり町上総合運動公園野球場

あさぎり町
南稜高グラウンド

ソフトボール
男

10：00 9：00
人吉市第一市民運動広場 人吉市
球磨村総合運動公園グラウンド 球磨村

女 あさぎり町免田総合体育センターグラウンド あさぎり町
ソフトテニス 9：30 9：00 村山公園テニスコート 人吉市
卓球 12：30 9：30 錦町勤労者体育センター 錦町
バドミントン（男・女） 10：00 9：00 相良村総合体育館 相良村

バレーボール
男 13：30

9：30
スポーツパレス 人吉市

女 10：30
あさぎり町深田高山運動公園体育館 あさぎり町

－ 多良木高第一体育館 多良木町

バスケットボール
男

10：00

9：00 人吉高第一体育館 人吉市

－
多良木高新（第二）体育館

多良木町
女

多良木町民体育館
人吉高第二体育館 人吉市

ハンドボール
男

11：00 9：00 山江村体育館 山江村

11：30
－ 湯前小体育館 湯前町

女 9：00 第一中体育館 人吉市

サッカー
13：00 － 第一中グラウンド 人吉市
13：30 9：30 あさぎり町森園カントリーパーク あさぎり町

柔道 － 10：00 あさぎり町免田地区体育館 あさぎり町
剣道 － 9：30 人吉東小体育館 人吉市

弓道 11：00 9：00
近的：人吉市弓道場

人吉市
遠的：第一中サブグラウンド

相撲 － 10：15 人吉市相撲場 人吉市
銃剣道 － 10：00 水上村村民体育館 水上村
空手道 14：00 9：30 西瀬小体育館 人吉市
アーチェリー 13：15 9：00 湯前町民グラウンド 湯前町
クレー射撃 7：30 7：00 人吉市射撃場 人吉市
馬術 13：00 8：30 南稜高馬術競技場 あさぎり町
テニス 9：00 9：00 パークドーム熊本 熊本市
ゲートボール（男・女） 13：30 9：00 錦町総合グラウンド 錦町
ボウリング 12：00 9：00 人吉スターレーン 人吉市
グラウンドゴルフ（男・女） 13：30 8：30 五木源パーク多目的広場 五木村

公開競技日程・会場

競 技 名
競技開始時間

会 場 名 市 町 村
16 日 17 日

カヌー
－ 9：30 球磨川特設カヌー競技場（スプリント）

人吉市－ 10：30 球磨川特設カヌー競技場（ワイルドウォーター）
登山 17：00 8：00 妙見野自然の森展望公園周辺 多良木町

第 72 回 熊本県民体育祭人吉球磨大会

あいさつと笑顔で来訪者をおもてなししよう！

９月 16 日   ・17 日土 日

▲第 72 回大会シンボルマーク

▲第 72 回大会スローガン

おはようございます お疲れさまです

お気を付けてお帰りください

総合
開会式

総合
閉会式
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人
吉
市
学
校
支
援
推
進
協
議
会

は
、
地
域
と
子
ど
も
た
ち
を
結
び

付
け
る
た
め
の
活
動
を
検
討
・
推

進
す
る
組
織
で
す
。
第
二
中
校
区

の
学
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
公
民

館
長
、
子
ど
も
育
成
会
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

代
表
者
な
ど
24
人
で
構
成
し
、
年

５
回
ほ
ど
会
議
を
開
い
て
い
ま

す
。

　

同
協
議
会
で
推
進
し
て
い
る

「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

で
は
、
地
元
住
民
中
心
の
３
０
０

人
を
超
え
る
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
た
ち
が
授
業
な
ど
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
登
録
数
は
年
々
増
加
。
登
録
者

は
主
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
口

コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は

自
分
の
能
力
が
生
か
せ
る
分
野

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
初

め
て
知
っ
た
の
は
、
娘
が
通
う
人

吉
西
小
の
通
学
路
の
清
掃
活
動
で

す
。
私
も
手
伝
い
た
い
と
思
い
、

３
年
前
に
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
登
録
し
ま
し
た
。

　

私
は
人
吉
西
小
で
、
草
刈
り
作

業
や
ミ
シ
ン
指
導
の
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
勉
強
し
た
い
と
思
い
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
と
の
触

れ
合
い
が
大
好
き
な
の
で
、
子
ど

も
よ
り
も
私
が
活
動
を
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
、
親
と
し
て
成
長
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

こ
の
活
動
を
知
ら
な
い
方
が
い
る

の
で
、
保
護
者
を
は
じ
め
い
ろ
い

ろ
な
方
に
声
掛
け
を
し
て
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

で
、
学
校
と
協
力
し
て
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
校
か
ら
は
「
学
校
だ
け
で

は
手
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
手
を

差
し
伸
べ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

第
二
中
校
区
で
は
、
こ
と
し
９

月
か
ら
地
域
の
多
く
の
方
に
こ
の

活
動
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
町
内

会
を
通
じ
て
活
動
報
告
を
回
覧
す

る
予
定
で
す
。
最
近
、
全
国
的
に

子
ど
も
に
関
す
る
事
件
や
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
が

こ
の
活
動
を
通
し
子
ど
も
た
ち
と

接
し
て
互
い
に
顔
見
知
り
に
な
る

こ
と
で
、
地
域
の
安
全
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
が
、
今
の
子
ど
も
た
ち

が
大
き
く
な
っ
た
ら
「
私
た
ち
も

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
」
と
感
じ
て
く
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

人吉市学校支援推進協議会

会長 竹田 宗
むねのり

徳さん

登録ボランティア 竹田 奈美さん（瓦屋町）

め
る
た
め
習
熟
度
の
上
昇
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

と
っ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
と
関
わ

り
を
持
つ
こ
と
で
元
気
と
生
き
が

い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
か
ら
委
託
を
受

け
、
平
成
20
年
８
月
か
ら
始
ま
っ

た
学
校
活
動
を
支
援
す
る
事
業
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
大
人
の
積

極
的
な
関
わ
り
を
推
進
す
る
事
業

で
、「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
と
し
て
第
二
中
校
区
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
斉
下
校
の
見
守
り
や
校
外
学

習
の
引
率
、
米
づ
く
り
指
導
、
昔

の
遊
び
伝
授
な
ど
幅
広
く
活
動
。

学
校
の
教
育
活
動
を
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
応
援
し
て
い
ま

す
。
今
で
は
、３
１
１
人
が
登
録
。

毎
年
延
べ
千
人
以
上
の
方
が
地
域

の
学
校
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
活

動
は
、
安
心
し
て
学
習
に
取
り
組

■登録ボランティア　311 人（平成 29 年８月１日現在）
■対象校　第二中、人吉西小、西瀬小、中原小
■活動内容　学校での読み聞かせやミシンの学習補助、昔の遊び体験、社会科見学引率、草払い、部活動
　　　　　　コーチ、米づくり、餅つき指導、門松作り、どんどや準備、あいさつ運動など
■年間活動者数　延べ 1,031 人（平成 28 年度）

学校支援活動を推進する人吉市学校支援推進協議会の竹田会長に話しを聞きました。

　

第
二
中
校
区
で
は
、
住
民
が
地
域
の
学
校
活
動
を
支
援
す
る
「
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
８

月
で
10
年
目
を
迎
え
た
こ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

市
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
２
１
１
１  

内
線
５
２
３
８
）

支援活動の流れ

依頼
支援活動

連絡・調整

学校

地域コーディネーター 登録ボランティア
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も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
親
子
で

体
験
す
る
木
工
教
室
が
、
７
月
15
日

に
球
磨
工
高
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

指
導
し
た
の
は
同
校
伝
統
建
築
部

の
生
徒
た
ち
。
会
場
で
は
暑
さ
を
忘

れ
る
よ
う
な
真
剣
な
眼
差
し
と
の
こ

ぎ
り
や
金
づ
ち
の
音
が
鳴
り
響
き
ま

し
た
。
２
回
目
の
参
加
と
な
る
人
吉

東
小
６
年
の
藏ぞ

う
ざ

葵
君
は
お
母
さ
ん

と
テ
ー
ブ
ル
作
製
に
挑
戦
。「
完
成

し
た
作
品
で
宿
題
を
や
り
た
い
」
と

出
来
栄
え
に
満
足
げ
。
指
導
し
た
多

武
萌も

も百
さ
ん
は
「
デ
ザ
イ
ン
に
こ
だ

わ
っ
た
作
業
だ
っ
た
が
、
人
に
教
え

る
こ
と
は
難
か
し
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

和やかな雰囲気も大工道具を手に取れば真剣な表情に

新たな体制での活動がスタート
農業委員会・農地利用最適化推進委員

　

任
期
満
了
に
伴
う
新
体
制
で
の
農

業
委
員
会
が
7
月
20
日
に
発
足
し
ま

し
た
。
公
選
制
か
ら
公
募
制
に
移
行

さ
れ
た
初
め
て
の
農
業
委
員
で
、
10

人
に
松
岡
市
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
臨
時
総
会
が
開

か
れ
、
会
長
の
互
選
や
「
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
」
15
人
を
選
出
。

　

中
村
隆た

か
し司

会
長
は
「
農
地
の
売
買

や
転
用
な
ど
の
法
令
審
議
を
行
う
農

業
委
員
と
、
農
地
の
適
切
な
利
活
用

を
推
進
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
互
い
に
連
携
し
、
優
良
農
地

の
確
保
や
遊
休
農
地
の
解
消
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
今
後
の

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
を
活
用
し
て
小
学
１
年
生

か
ら
の
国
語
と
算
数
を
復
習
す
る

「
夏
休
み
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
」
を

７
月
21
日
～
31
日
の
７
日
間
開
講
し

ま
し
た
。
市
内
の
小
学
３
年
生
が
対

象
で
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
た
範
囲
を

復
習
し
て
苦
手
を
克
服
し
、
学
習
意

欲
を
高
め
る
も
の
。

　

東
間
小
で
は
児
童
23
人
が
参
加
。

児
童
た
ち
は
、
市
教
育
委
員
会
作
成

の
国
語
と
算
数
の
ド
リ
ル
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
先
生
は
元
教
師
や
学
力
充

実
支
援
員
。
児
童
た
ち
は
１
ペ
ー
ジ

解
く
た
び
に
先
生
か
ら
丸
を
も
ら

い
、
間
違
っ
た
問
題
は
先
生
と
一
緒

に
分
か
る
ま
で
考
え
て
い
ま
し
た
。

勉強を復習して学力アップ！
夏休みパワーアップ教室

先生と一緒に考えて問題が解けると児童から笑みがこぼれた

開講式後の学習会で、講師の話を真剣に聞く生徒たち

　

人
吉
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
主
催
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
塾

開
講
式
」
が
７
月
8
日
、
市
役
所
西

間
別
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

会
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
し
て
、

大
人
と
子
ど
も
の
パ
イ
プ
役
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
で
、
市
内
の
中
・
高
生
18

人
が
申
し
込
み
。

　

開
講
式
で
は
、
笹
山
欣
悟
会
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
一
人
ず
つ
自
己
紹

介
と
決
意
を
発
表
。
引
き
続
き
第
１

回
学
習
会
が
行
わ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
鹿
児
島
県
指
宿
市
で
の

子
ど
も
会
交
歓
会
や
同
協
議
会
主
催

の
球
技
大
会
の
補
助
を
務
め
ま
す
。

子どもたちのリーダー役として
平成29年度ジュニアリーダー塾開講式

　

矢
黒
町
に
悠ゆ

う
と
か
ま

斗
窯
を
構
え
る
陶
芸

家
・
久
保
田
烈
工
さ
ん
が
、
接
客
に

使
っ
て
ほ
し
い
と
、
湯
飲
み
20
個
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
を
７
月
10
日
に
市
長
室
で

実
施
。
平
成
27
年
に
悠
斗
窯
が
県
伝

統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
た
記
念

に
、
久
保
田
さ
ん
か
ら
松
岡
市
長
に

木
箱
に
入
っ
た
湯
飲
み
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
の
は
内
側
に

球
磨
川
の
清
流
を
思
わ
せ
る
流

り
ゅ
う
せ
ん
も
ん

線
文

を
彫
っ
た
青せ

い
は
く
じ

白
磁
の
湯
飲
み
。
久
保

田
さ
ん
は
「
市
長
室
で
の
接
客
時
に

使
っ
て
も
ら
い
、
話
題
づ
く
り
と
し

て
地
元
の
作
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

湯飲みを手に談話する久保田さん（中央）と松岡市長

市長室でのおもてなしに
陶芸家・久保田烈

れ っ こ う

工さんが湯飲み寄贈

童話『やくそく』で最優秀賞を受賞した山﨑さん

　
「
第
33
回
人
吉
球
磨
児
童
に
よ
る

童
話
発
表
大
会
」
が
７
月
23
日
、
カ

ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
郡

市
内
の
小
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
29

人
の
児
童
が
童
話
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
人

吉
西
小
６
年
の
山や

ま
さ
き﨑
南み

な
みさ
ん
と
錦
西

小
（
球
磨
郡
錦
町
）
５
年
の
松
本

聖し
お
ん桜
さ
ん
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

２
人
は
、
10
月
に
開
催
さ
れ
る
熊
本

県
童
話
発
表
大
会
の
人
吉
球
磨
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。
山
﨑
さ
ん
は

「
練
習
の
成
果
が
出
て
う
れ
し
い
。

次
も
代
表
と
し
て
頑
張
り
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

童話発表に大人も感動
人吉球磨児童による童話発表大会

木と触れ合いながら共同作業
第18回親子木工教室

　

人
吉
市
出
身
の
溝
口
然ぜ

ん

さ
ん
が
人

吉
球
磨
地
域
の
中
・
高
生
を
支
援
し

よ
う
と
、
高
校
３
年
生
の
と
き
に
設

立
し
た
一
般
社
団
法
人
「
よ
の
な
か

Ｌラ

ボ

Ａ
Ｂ
Ｏ
」。
同
法
人
が
７
月
８
日

に
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
の
ポ
ッ
ポ
ー

館
で「
プ
レ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
学
進
学
の
と
き
に
大
学
の
情
報

が
な
く
苦
労
し
た
溝
口
さ
ん
が
、
同

じ
思
い
を
後
輩
に
さ
せ
た
く
な
い
と

企
画
。
郡
市
の
高
校
生
約
60
人
が
参

加
し
、
高
校
生
は
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
大
学
生
に
大
学
の
選
び
方
や
大
学

生
活
の
様
子
を
聞
き
進
学
に
向
け
て

情
報
収
集
を
し
て
い
ま
し
た
。

笑顔を交えながら高校生が積極的に大学生に質問

松岡市長と新しい農業委員、農地最適化推進委員の皆さん

生の情報を大学生から高校生へ
プレオープンキャンパス

　

人
吉
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｍ
Ｏ
Ｚ

Ｏ
C
A
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
８
６
８
の
来

館
者
が
、
７
月
１
日
に
20
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

Ｊ
Ｒ
人
吉
駅
横
に
平
成
27
年
開
館
。

　

20
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
熊
本

市
西
区
か
ら
家
族
で
訪
れ
た
末す

え
か
わ川

玄げ
ん
と
く徳
さ
ん
、
美
央
さ
ん
、
新あ

ら
た
ち
ゃ

ん
。
末
川
さ
ん
一
家
に
は
同
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
水
戸
岡
鋭

治
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
が
誕
生
日

だ
っ
た
玄
徳
さ
ん
は
「
す
て
き
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

20 万人目の来館者となり記念撮影する末川さん一家

みんなに愛され早くも20万人
Ｍ

も ぞ か

ＯＺＯＣＡ来館者20万人達成
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お
知
ら
せ

情　報
ひろば

人吉市役所 ☎２２－２１１１( 代表 )

住　　所　〒 868-8601 人吉市下城本町　
　　　　　１５７８番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
 　　　　   （木曜は～午後７時）
開 庁 日　月～金曜 ( 祝日を除く )
ホームページ　
　　　　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

　

産
交
バ
ス
株
式
会
社
が
運
行
す

る
路
線
バ
ス
の
停
留
所
が
、
８
月

１
日
㈫
か
ら
願
成
寺
町
に
新
設
さ

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

８
月
23
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

西
間
下
町
公
民
館

テ
ー
マ　

し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

※
８
月
18
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

「
お
出
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

 

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

願
成
寺
町
に
路
線
バ
ス
の

停
留
所
が
新
設
さ
れ
ま
す

人吉市関連施設
カ ル チ ャ ー パ レ ス ☎２４−３３１１

ス ポ ー ツ パ レ ス ☎２２−１６８８

水 道 局 ☎２２−５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎２４−８４２０

石 野 公 園 ☎２２−６７００

人 吉 城 歴 史 館 ☎２２−２３２４

鉄 道 ミ ュ ー ジ ア ム ☎４８－４２００

チャンネル

地デジ

３

人吉市の情報を配信中！
テレビ（データ放送）を利用した住民情報サービス

視聴方法
① ＲＫＫテレビを視聴します
② リモコンのｄボタンを押します
③「デタポン」を選び「決定」を押します

人吉市関連サイト
平
和
を
祈
り
黙
と
う
を

　

広
島
市
、
長
崎
市
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
て
こ
と
し
で
72
年
目
を
迎

え
ま
す
。
戦
没
者
、
原
爆
死
没
者

の
ご
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実

現
を
祈
念
し
、
家
庭
や
職
場
で
１

分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
時

８
月
６
日
㈰　

午
前
８
時
15
分

８
月
９
日
㈬　

午
前
11
時
２
分

８
月
15
日
㈫　

正
午

問
合
せ　

市
福
祉
課
福
祉
政
策
係

児
童
扶
養
手
当
８
月
支
払
い

分
を
振
り
込
み
ま
す

年
金
受
給
者
の
扶
養
親
族

等
申
告
書
を
郵
送
し
ま
す

　

老
齢
年
金
な
ど
は
所
得
税
が
掛

か
り
、
受
け
取
る
年
金
が
一
定
額

以
上
の
方
は
年
金
か
ら
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
毎
年
、
所

得
税
課
税
対
象
者
に
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
（
は
が
き
）」
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
分
は
、

10
月
下
旬
か
ら
順
次
発
送
予
定
で

す
。

　

所
得
税
の
扶
養
控
除
を
受
け
る

に
は
、「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
し
な

い
と
、
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず

税
金
が
多
く
徴
収
さ
れ
る
場
合
が

　

毎
年
８
月
は
「
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
」
の
提
出
月
で
す
。
対
象

者
に
は
市
福
祉
課
か
ら
提
出
書
類

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
31
日

㈭
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
８

月
分
以
降
の
支
給
を
差
し
止
め
ま

す
。
現
況
届
を
２
年
間
提
出
し
な

い
場
合
は
受
給
資
格
が
な
く
な
り

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

県
で
は
、
８
月
か
ら
平
成
30
年

１
月
に
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使

用
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
建
築
物
の
所

有
者
な
ど
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
調
査
票
が
届
い
た
ら
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
県
が
委
託

し
た
会
社（
国
際
航
業
株
式
会
社
）

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
に
伴
う

医
療
機
関
関
係
者
説
明
会

　

市
で
は
、
こ
と
し
10
月
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

が
完
全
無
料
化
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
医
療
機
関
関
係
者
を

対
象
に
制
度
改
正
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

期
日　

８
月
17
日
㈭
・
23
日
㈬

時
間　

午
後
２
時
～（
約
１
時
間
）

場
所　

市
役
所
西
間
別
館
２
階
会

議
室
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

申
込
方
法　

任
意
の
様
式
に
医
療

機
関
名
、
参
加
日
、
連
絡
先
を
記

入
し
フ
ァ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
場
の
都
合
上
、
参
加
人
数
は

各
医
療
機
関
１
人
で
お
願
い
し
ま

す
。
今
回
参
加
さ
れ
な
い
方
で
、

資
料
が
必
要
な
場
合
も
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
10
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童

福
祉
係
（
℻ 

24
‐
９
５
３
６
）

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
末
に
一
部
支
給
停
止
除
外

届
の
通
知
が
届
い
た
方
は
、
現
況

届
と
一
緒
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い

場
合
は
、
手
当
て
が
半
額
に
な
り

ま
す
。

　

婚
姻
や
住
所
変
更
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
は
必
ず
市
福
祉
課
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

８
月
支
払
い
分
（
平
成
29
年
４

〜
７
月
分
）の
児
童
扶
養
手
当
は
、

８
月
10
日
㈭
に
指
定
の
金
融
機
関

税
務
課
の
事
務
室
を

移
転
し
ま
す

　

市
役
所
西
間
別
館
横
に
あ
る
市

税
務
課
の
事
務
室
を
、
８
月
14
日

㈪
か
ら
同
別
館
正
面
プ
レ
ハ
ブ
に

移
転
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
契
約
管
財
課
管
財
係

れ
ま
す
。
バ
ス
運
行
の
時
刻
表
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
設
停
留
所　

人
吉
こ
ど
も
園
前

場
所　

願
成
寺
町
４
２
３
番
地

関
係
路
線　

人
吉
産
交
～
相
良

村
・
五
木
村
方
面

問
合
せ　

産
交
バ
ス
株
式
会
社
人

吉
営
業
所
（
☎
22
‐
５
２
０
５
）

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

「
仕
事
休
も
っ
化
計
画
」

　

厚
生
労
働
省
と
熊
本
労
働
局
で

は
、
労
使
一
体
と
な
っ
て
計
画
的

に
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
取

り
組
み
「
仕
事
休
も
っ
化
計
画
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
夏

季
休
暇
の
取
得
か
ら
始
め
て
、
市

で
実
施
す
る
「
家
族
の
時
間
づ
く

り
の
日
」
で
実
践
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

仕
事
休
も
っ
化
計
画

①
仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・

　

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
た
め

　

に
、
計
画
的
に
年
次
有
給
休
暇

　

を
取
ろ
う

②
土
・
日
曜
、
祝
日
に
プ
ラ
ス
ワ

　

ン
休
暇
し
て
、
連
続
休
暇
に
し

　

よ
う

③
話
し
合
い
の
機
会
を
つ
く
り
、 

　

年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い

　

職
場
に
し
よ
う

問
合
せ　

市
自
治
振
興
課
男
女
共

同
参
画
推
進
室

あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５
）、

市
保
険
年
金
課
国
保
年
金
係

「
家
族
の
時
間
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、「
家
族
の
時
間
づ
く

り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
人

と
子
ど
も
の
休
暇
を
合
わ
せ
、
地

域
ぐ
る
み
で
家
族
の
時
間
を
つ
く

り
出
す
取
り
組
み
で
す
。

　

本
年
度
も
「
お
く
ん
ち
祭
」
に

合
わ
せ
て
市
内
の
全
小
・
中
学
校

で
10
月
10
日
㈫
を
休
み
と
し
ま

す
。
７
日
㈯
～
10
日
㈫
の
４
連
休

は
、
家
族
一
緒
に
出
掛
け
た
り
、

お
く
ん
ち
祭
な
ど
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
活
動
に
積
極
的
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
自
治
振
興
課
男
女
共

同
参
画
推
進
室

熊
本
県
女
性
消
防
操
法
大
会
が

人
吉
市
で
開
催
さ
れ
ま
す

　

第
５
回
熊
本
県
女
性
消
防
操
法

大
会
が
、
人
吉
市
の
ス
ポ
ー
ツ
パ

レ
ス
一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日　

８
月
20
日
㈰

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

（
予
定
）

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
一
帯

駐
車
場　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
と
カ

ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
の
駐
車
場
の
一

部
な
ど

※
開
催
に
伴
い
、
大
会
前
日
と
当

日
は
、
市
民
プ
ー
ル
と
ス
ポ
ー
ツ

パ
レ
ス
の
一
部
が
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
当
日
の
会
場
付
近
の
交
通
規

制
も
あ
り
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
円
滑
な
運
営
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
防
災
安
全
課
防
災
安

全
係

が
行
い
ま
す
。
工
事
な
ど
の
業
者

あ
っ
せ
ん
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

対
象
建
築
物　

戸
建
住
宅
以
外
の

鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

な
ど
の
建
築
物

調
査
期
間　

８
月
～
平
成
30
年
１

月
（
予
定
）

問
合
せ　

県
土
木
部
建
築
住
宅
局

建
築
課
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
５
３
５
）、
市
都
市
計
画
課
建

築
係

▲プロジェクトを活用し
　家族で参加を！

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

昨
年
度
の
現
況
届
を
提
出
し
て

い
な
い
方
に
は
支
払
い
が
で
き
ま

せ
ん
。
急
い
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係
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合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
て

快
適
な
生
活
環
境
を

熊
本
県
職
員
・
警
察
官

採
用
試
験

試
験
の
種
類

①
高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事

　

務
、
警
察
事
務
、
教
育
事
務
、

　

一
般
土
木
、
農
業
土
木
、
林
業
）

②
免
許
資
格
職
（
学
校
図
書
館
事

　

務
、
臨
床
検
査
技
師
、
看
護
師
）

　

市
で
は
、
河
川
な
ど
の
水
質
を

保
全
し
て
さ
ら
に
市
民
の
快
適
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
補

助
制
度
を
設
け
て
合
併
浄
化
槽
の

設
置
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

河
川
な
ど
の
水
質
を
悪
化
さ
せ

る
大
き
な
原
因
の
一
つ
が
、
炊
事

や
洗
濯
、
風
呂
な
ど
で
使
わ
れ
た

生
活
雑
排
水
で
す
。
合
併
浄
化
槽

は
、
家
庭
か
ら
出
る
全
て
の
汚
水

を
浄
化
し
放
流
す
る
た
め
、
河
川

な
ど
へ
の
水
質
汚
染
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
併

せ
て
処
理
す
る
合
併
浄
化
槽
は
、

し
尿
の
み
を
処
理
す
る
単
独
処
理

浄
化
槽
に
比
べ
て
河
川
な
ど
へ
流

す
汚
濁
量
が
８
分
の
１
程
度
に
減

大
学
通
信
教
育

秋
期
合
同
入
学
説
明
会

　

大
学
通
信
教
育
を
行
う
大
学
・

大
学
院
・
短
期
大
学
に
よ
る
合
同

入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

８
月
26
日
㈯

時
間　

午
前
11
時
〜

場
所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
８
階
エ
ル

ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
中
央
区

天
神
１
‐
４
‐
２
）

対
象　

高
校
生
・
一
般
の
方

問
合
せ　

公
益
財
団
法
人
私
立

大
学
通
信
教
育
協
会
（
☎
03
‐

３
８
１
８
‐
３
８
７
０
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

uce.or.jp/

少
し
ま
す
。

　

合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
、
快
適

な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

※
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
下
水
道
課
事
業
係

安
心
し
て
働
く
た
め
の
「
無
期
転

換
ル
ー
ル
」
が
本
格
化
し
ま
す

　

期
限
を
定
め
た
労
働
契
約
（
有

期
労
働
契
約
）
を
通
算
５
年
以
上

更
新
し
た
と
き
、
労
働
者
の
申
し

込
み
で
期
間
の
定
め
が
な
い
労
働

契
約
（
無
期
労
働
契
約
）
に
転
換

で
き
る
の
が
「
無
期
転
換
ル
ー

ル
」
で
す
。
こ
の
ル
ー
ル
は
平
成

25
年
４
月
１
日
以
降
に
締
結
し
た

有
期
労
働
契
約
か
ら
対
象
に
な
る

た
め
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
無
期

限
労
働
契
約
に
転
換
す
る
申
し
込

み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

無
期
労
働
契
約
の
労
働
条
件

は
、
定
め
が
な
い
限
り
有
期
労
働

契
約
と
同
じ
条
件
で
す
。
有
期
労

働
者
を
雇
用
す
る
事
業
所
は
、
無

期
転
換
の
労
働
者
の
処
遇
や
活
用

な
ど
の
検
討
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
「
無
期
転
換
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

熊
本
労
働
局
雇
用
環
境

・
均
等
室
（
☎
０
９
６
‐
３
５
２

‐
３
８
６
５
）

無
期
転
換
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト　

http://m
uki.m

hlw
.go.jp/

③
警
察
官
Ｂ

④
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る

　

職
員
採
用
選
考
試
験
（
一
般
事

　

務
、
教
育
事
務
）

申
込
方
法　

県
庁
新
館
１
階
情
報

プ
ラ
ザ
や
球
磨
地
域
振
興
局
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
申
込
先
に
お
持
ち
に
な
る
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

郵
送
請
求
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

※
警
察
事
務
・
警
察
官
Ｂ
の
申
込

書
は
人
吉
警
察
署
や
近
く
の
交

番
・
駐
在
所
に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

８
月
７
日
㈪
〜
25
日

㈮
※
消
印
有
効

一
次
試
験
日　

①
・
②
９
月
24
日

㈰
、
③
10
月
15
日
㈰
、
④
10
月
22

日
㈰

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
熊

本
県
職
員
採
用
ガ
イ
ド
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
３

３
）

募
　
集

精
霊
流
し
を
す
る
と
き
は

舟
を
回
収
し
て
く
だ
さ
い

　

人
吉
球
磨
地
域
に
は
、
お
盆
に

帰
っ
て
こ
ら
れ
た
先
祖
の
霊
を
、

精
霊
舟
を
流
し
て
送
る
習
わ
し
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
球
磨
川
に

流
し
た
精
霊
舟
は
、
下
流
で
回
収

さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た
り
舟

に
乗
せ
た
お
供
え
物
が
腐
っ
て
悪

臭
を
放
っ
た
り
と
、
危
険
で
不
衛

生
な
状
況
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

精
霊
流
し
を
行
う
と
き
は
舟
を

回
収
し
、
ご
先
祖
か
ら
受
け
継
い

だ
清
流
・
球
磨
川
を
い
つ
ま
で
も

き
れ
い
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

八
代
河
川
国
道
事
務
所

人
吉
出
張
所
（
☎
22
‐
３
２
４
４
）

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

野
菜
づ
く
り
農
業
体
験

　

ひ
と
よ
し
「
食
と
農
の
絆
づ
く

り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
は
、

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
を
体
験
す

る
野
菜
づ
く
り
体
験
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
家
族
や
仲
間
と
一

緒
に
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
？

体
験
期
間　

９
月
〜
平
成
30
年
２

月
頃

体
験
農
場　

下
原
田
町
西
門

定
員　

30
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

８
月
18
日
㈮

参
加
料　

１
組
千
円

申
込
方
法　

市
農
業
委
員
会
事
務

局
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
や
電
子

メ
ー
ル
で
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
農
業
委
員
会

事
務
局

電
子
メ
ー
ル　

nougyou-iinka
i@

hitoyoshi.kum
am

oto.jp

　昭和37年の完成から55年経過した麓町本庁舎の閉庁に伴い、記念誌を作成します。あなたが持っている
麓町本庁舎と一緒に写った思い出の写真はありませんか？ 皆さんからの応募をお待ちしています。
応募方法　写真かメモ用紙にタイトル、撮影時期、エピソードを記入し市企画課シティプロモーション推進
　　　　　室（市役所カルチャーパレス仮本庁舎３階）にお持ちください。電子メールでの応募も可。
応募期限　８月 31 日（木）
その他　直接お持ちいただいた写真はその場でお返しします。写真は記念誌のほか、広報ひとよしや市ホー
　　　　ムページでも使用する場合があります。写真に肖像権を有する人物・建築物がある場合、公表の承
　　　　諾を得てください。掲載誌面スペースなどの都合上、採用できないことがあります。あらかじめご
　　　　了承ください。
問合せ　市企画課シティプロモーション推進室（☎２２－２１１１ 内線２２２３）
電子メール　kikaku@hitoyoshi.kumamoto.jp

　

お
墓
参
り
の
後
、
お
墓
の
周
辺

に
古
い
供
花
や
花
の
包
み
紙
、
お

供
え
物
が
ご
み
と
な
っ
て
散
乱
し

た
り
、
お
供
え
物
を
目
当
て
に
カ

ラ
ス
が
集
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ご
み
が
自
然
に
な
く
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
参
り
が
済
ん

だ
ら
お
供
え
物
と
ご
み
は
持
ち
帰

り
、
お
墓
と
そ
の
周
り
を
き
れ
い

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

お
墓
参
り
の
後
は
お
供
え
物

を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

～庁舎の写真を募集します～

　市で現在進めている新市庁舎建設計画に伴い、麓町本庁舎は本年度中に解体・撤去することになりました。
　長年にわたり市政発展の歴史を見届けてきた麓町本庁舎
への別れを惜しみ、感謝の意を示すために閉庁式を開催し
ます。市民の皆さんもぜひご参加ください。
期日　10 月 29 日（日）
時間　午前 10 時～
場所　ふるさと歴史の広場
　　　※詳しくは広報ひとよし10月１日号に掲載する予定
　　　です。
問合せ　市総務課法制係
　　　　（☎２２－２１１１ 内線２１１１・２１１２）

～麓町本庁舎の閉庁式を開催します～

　

茂
ヶ
野
水
源
地
（
大
野
町
）
は
、

昭
和
32
年
10
月
に
本
市
最
初
の
上

水
道
と
し
て
給
水
を
開
始
し
た
水

源
で
す
。
古
仏
頂
・
井
ノ
口
水
源

と
共
に
重
要
な
水
源
で
、
本
市
の

総
配
水
量
の
約
50
㌫
を
賄
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
由
来
は
古
く
、
京
都
醍だ
い
ご醐

寺じ

と
関
連
し
た
茂
ヶ
野
修
験
道
の

精
神
の
鍛
練
な
ど
を
行
う
修
行
場

で
し
た
。ま
た
藩
主
の
武
運
長
久
、

子
孫
繁
栄
、領
中
安
全
を
祈
願
し
、

家
内
安
全
、
五
穀
豊
熟
、
万
民
豊

楽
を
祈
っ
た
水
源
で
も
あ
り
ま
し

た
。
昭
和
60
年
に
は
、「
く
ま
も

と
名
水
１
０
０
選
」
の
一
つ
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
１
日
は
「
水
の
日
」、

８
月
１
日
〜
７
日
は「
水
の
週
間
」

で
す
。
本
市
の
主
な
水
源
は
自
然

の
恵
み
の
中
で
育
ま
れ
た
湧
水
で

す
。
美
し
い
森
林
や
美
し
い
川
を

守
り
、
水
資
源
を
大
切
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

８
月
５
日
㈯
は
水
源
祭

　

日
頃
の
水
の
恵
み
に
感
謝
す
る

意
味
で
、
こ
と
し
も
茂
ヶ
野
水
源

地
で
水
源
祭
（
神
事
の
み
）
を
開

催
し
ま
す
。

期
日　

８
月
５
日
㈯

水
の
恵
み
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
！

時
間　

午
前
10
時
〜

場
所　

茂
ヶ
野
水
源
地（
大
野
町
）

問
合
せ　

市
上
水
道
課
施
設
係

▶ 

茂
ヶ
野
水
源
地
か
ら
湧
き
出
す
水
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８
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈫
広
報
配
布
、
地
震
防
災
マ
ッ
プ
説
明

会
（
中
原
コ
ミ
セ
ン
）

２
㈬
地
震
防
災
マ
ッ
プ
説
明
会
（
西
瀬
コ

ミ
セ
ン
）

３
㈭
地
震
防
災
マ
ッ
プ
説
明
会
（
東
間
コ

ミ
セ
ン
）

４
㈮
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
国
際
大
会

（
SP
）、
地
震
防
災
マ
ッ
プ
説
明
会

（
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

５
㈯
水
源
祭
（
茂
ヶ
野
水
源
地
）、
ゆ
う

れ
い
祭
り
（
永
国
寺
）

６
㈰
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ(

大
畑
町
公

民
館
）

７
㈪
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ(

羽
田
公
民

間
）

８
㈫

９
㈬
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ(

蟹
作
会

館
）

10
㈭

11
㈮
山
の
日

12
㈯
ペ
タ
ン
ク
大
会
（
SP
）、
な
つ
え
び

す
ま
つ
り
（
九
日
町
一
帯
）

13
㈰

14
㈪

15
㈫
第
63
回
人
吉
花
火
大
会

16
㈬
広
報
配
布

17
㈭

18
㈮

19
㈯

20
㈰
熊
本
県
女
性
消
防
操
法
大
会
（
SP

一
帯
）

21
㈪
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ(

上
原
田
町

地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

22
㈫

23
㈬

24
㈭

25
㈮

26
㈯
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ(

中
林
町
公

民
館
）

27
㈰
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
（
善
隣
保
育
園
）

28
㈪
第
一・
二
中
始
業
式

29
㈫
第
三
中
始
業
式

30
㈬

31
㈭
市
内
小
学
校
始
業
式

平
成
30
年
度
県
立
農
業
大
学
校

新
規
就
農
支
援
研
修
生
募
集

【
プ
ロ
経
営
者
コ
ー
ス
】

対
象
者　

即
戦
力
と
し
て
本
格
的

な
農
業
経
営
を
目
指
す
方
で
就
農

予
定
時
に
45
歳
未
満
の
方

受
講
期
間　

平
成
30
年
４
月
～
平

成
31
年
３
月
の
毎
週
５
回
（
月
～

金
曜
）

時
間　

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
４

時
20
分

定
員　

10
人

【
実
践
農
業
コ
ー
ス
】

対
象
者　

農
産
物
販
売
を
目
的
と

し
た
農
業
経
営
を
目
指
す
方
で
平

成
30
年
４
月
１
日
現
在
63
歳
以
下

の
方

受
講
期
間　

平
成
30
年
４
月
～
12

月
の
毎
週
３
回
（
月
・
水
・
金
曜
）

時
間　

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
４

時
20
分

定
員　

40 

人

【
特
別
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
コ
ー
ス
】

対
象
者　

農
業
で
生
計
を
立
て
る

こ
と
を
目
指
す
方
で
平
成
30
年
４

月
１
日
現
在
63
歳
以
下
の
方

受
講
期
間　

平
成
30
年
４
月
～
11

月
の
毎
月
１
回（
原
則
第
４
水
曜
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

定
員　

20
人
程
度

【
共
通
事
項
】

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

一
次
募
集
：
10
月
27

日
㈮

問
合
せ　

県
立
農
業
大
学
校
研
修

部
（
☎
０
９
６
‐
２
４
８
‐
６
６

０
０
）

高
所
作
業
者
技
能
講
習
会

期
日　

10
月
15
日
㈰
・
16
日
㈪

時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
（
２
日

間
合
計
13
時
間
）

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

対
象
者　

自
動
車
免
許
を
持
っ
て

い
る
方

定
員　

40
人

受
講
料　

４
万
３
５
０
０
円

申
込
期
間　

８
月
８
日
㈫
〜
10
月

12
日
㈭

※
助
成
金
制
度
を
利
用
す
る
事
業

者
は
、
受
講
日
の
15
日
前
ま
で
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
球
磨
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
22
‐
２
４
７

５
）

「
日
本
遺
産
～
人
吉
球
磨
」

観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

人
吉
温
泉
観
光
協
会
で
は
、
毎

年「
人
吉
球
磨
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
作
成
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
版
の
カ
レ
ン
ダ
ー
作

成
に
伴
い
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
相
良
７
０
０
年
の
文
化
財
群

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
一
人
何

点
で
も
応
募
可
能
で
す
。
数
多
く

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　

日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
相
良
７
０
０
年
の
文
化
財
群

（
57
の
文
化
財
群
）
の
写
真

応
募
方
法　

六
切
り
・
四
切
り
・

ワ
イ
ド
四
切
り
の
単
写
真
の
裏
面

に
画
題
と
撮
影
年
月
日
、
名
前
、

年
齢
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
申
込
先
に
直
接

お
持
ち
い
た
だ
く
か
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。入
選
作
品
は
デ
ー
タ（
Ｃ

Ｄ
）
の
提
出
も
必
要
で
す
。

応
募
期
限　

８
月
21
日
㈪

賞
金　

①
人
吉
温
泉
観
光
協
会
賞

１
点
：
賞
状
と
賞
金
３
万
円
、
②

優
秀
賞
１
点
：
賞
状
と
賞
金
２
万

円
、
③
入
選
11
点
：
賞
状
と
賞
金

１
万
円

そ
の
他　

９
月
中
に
同
協
会
で
審

査
し
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発

表
し
ま
す
。
表
彰
式
は
10
月
中
旬

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
項

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

一
般
社
団
法
人

人
吉
温
泉
観
光
協
会
事
務
局
（
Ｍ

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内　

☎
22
‐
１
３
７
０　

〒
８
６
８
‐

０
０
０
８ 

中
青
井
町
３
４
３
‐

１
４
）

講
　
座

歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会

出
場
者
募
集

　

第
50
回
人
吉
市
歳
末
た
す
け
あ

い
演
芸
会
に
無
償
で
出
演
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

期
日　

12
月
３
日
㈰

時
間　

午
前
の
部
＝
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分
、
午
後
の
部
＝
午

後
３
時
〜
５
時
30
分

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

部
門　

舞
踊
、
民
謡
、
演
奏
、
郷

土
芸
能
な
ど

申
込
期
間　

８
月
７
日
㈪
〜
９
月

１
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
24
‐
９
１
９
２
）

　

市
で
は
、
元
気
な
毎
日
を
送
る
た

め
の
男
性
向
け
健
康
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　
「
家
族
の
た
め
仕
事
一
筋
に
必
死

で
働
い
て
き
た
け
れ
ど
。
さ
て
、
こ

れ
か
ら
何
を
し
よ
う
か
…
…
」。
そ

ん
な
第
2
の
人
生
を
模
索
中
の
お
父

さ
ん
！ 

何
を
や
る
に
も
ま
ず
は
体

が
資
本
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分

の
健
康
の
こ
と
、こ
れ
か
ら
の
こ
と
、

体
力
づ
く
り
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

男
を
磨
い
て

自
分
ら
し
く″
も
う
ひ
と
っ
花
”
咲

か
せ
ま
し
ょ
う
！

日
程　

９
月
11
日
～
11
月
27
日
の
月

曜
日
（
9
月
18
日
、
10
月
９
日
を
除

く
全
10
回
・
曜
日
変
更
の
場
合
あ
り
）

時
間　

午
後
２
時
～
４
時（
２
時
間
）

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
男
性

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
方
法　

申
込
先
に
電
話
か
窓
口

で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　　

内
容

　
【
学
び
】

　

自
分
の
体
を
知
る

　

転
倒
・
骨
折
を
防
ぐ
！

　

元
気
は
口
か
ら
！

　

腰
痛
に
負
け
な
い
男
に
な
る
！

　

お
酒
と
う
ま
く
付
き
あ
う
コ
ツ

　
【
運
動
】

　

体
力
測
定
～
自
分
を
見
つ
め
る
～

　

気
合
い
だ
ー
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
！

　

腰
痛
、
ひ
ざ
痛
予
防
の
筋
ト
レ

　

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
～
脳
ト
レ
！

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　

な
ど
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん

申
込
期
限　

９
月
１
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援

課
元
気
・
長
生
き
係
（
市
役
所
西

間
別
館
１
階
４
番
窓
口　

☎
22
‐

２
１
１
１　

内
線
１
２
３
１
）

も
う
ひ
と
っ
花　

 

咲
か
せ
る
た
め
の

健
康
づ
く
り
、
な
か
な
か
機
会
が
な
い
と
…
…
。
そ
ん
な
男
性
へ
！

受講者
大募集 !!

　
「
温
泉
総
選
挙
2
0
1
7
」
と
は
、

皆
さ
ん
の″
投
票
”
が
温
泉
地
の
応

援
に
つ
な
が
る
国
民
参
加
型
の
地
域

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

第
2
回
と
な
る
「
温
泉
総
選
挙

2
0
1
7
」
で
は
、
９
つ
の
部
門
に

全
国
各
地
の
温
泉
地
が
参
加
。
人
吉

温
泉
は
、「
歴
史
・
文
化
部
門
」「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
部
門
」「
女
子
旅
部
門
」

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

人
吉
温
泉
の
魅
力
を
全
国
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
皆
さ
ん

の
投
票
で
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
!!

投
票
期
限　

10
月
31
日
㈫
の
午
前
11

時
26
分

投
票
方
法　

温
泉
総
選
挙
2
0
1
7

公
式
サ
イ
ト
（https://onsen-o

uen.jp/

）
か
ら
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。
投
票
は
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

１
つ
当
た
り
1
日
１
回
投
票
が
可
能

で
す
。

主
催　

う
る
お
い
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

２
０
１
７

後
援　

環
境
省
・
観
光
庁
・
経
済
産

業
省
・
内
閣
府

そ
の
他　

投
票
し
た
温
泉
地
の
ペ
ア

２
万
円
分
の
宿
泊
券
な
ど
が
毎
月
抽

選
で
当
た
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
！ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

市
観
光
振
興
課
観
光
振
興

係
（
電
話
22
‐
２
１
１
１　

内
線

５
１
４
１
）

温
泉
総
選
挙

　
人
吉
温
泉
に
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
！

人吉温泉への
投票は左記の
QR コードから♪
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日本脳炎予防接種を受けましょう！
・日本脳炎ワクチンを接種することで、日本脳炎になるリスクを減らすことができます。
蚊に刺されないようにする工夫をしましょう！
・草むらや川、田んぼ、養豚場などの「蚊」がいそうな場所に行くときは、肌を露出せず長袖や長ズボンを着て、      
　虫よけスプレーやパッチなどを使用しましょう。

「蚊」の発生源をなくす！
・蚊の発生を減らすため、定期的に幼虫が発生しそうな周辺の水たまり
　の除去・清掃をしましょう。（植木鉢の皿やバケツ、屋外に放置された
　空きビン・缶・ペットボトル、詰まった排水溝・側溝など）
・下草を刈るなど、成虫が住む場所をなくしましょう。

　夏を迎え、「蚊」が発生しやすい季節になりました。夏に増える「蚊」を介して感染する感染症を紹介します。

　日本脳炎に感染したブタを刺した
蚊（主にコガタアカイエカ）に刺さ
れることで、人は日本脳炎ウイルス
に感染します。

日本脳炎

ジガ熱
デング熱

　原因となるウイルスは、感染した
人の血を吸った蚊（日本ではヒトス
ジシマカ）の体内で増え、その蚊が
人の血を吸う時にウイルスを移し、
感染を広げていきます。

症　状

突然の発熱や頭痛、嘔
お う と

吐、意識障害、
けいれんなどが出るウイルス性の急性
脳炎。

 ・発熱や関節の痛み、発疹が出る症状
　が 1 週間ほど続く。
※全ての人に症状が出るわけではあり
　ません。
 ・妊婦がジガ熱に感染すると小頭症な
　どの先天性障害をもった子どもが生
　まれることがある。
 ・デング熱は出血を伴うデング出血熱
　となり重症化することがある。

原　因病　名

～感染症から身を守るために～

問合せ　市保健センター母子保健係（☎２４－８４２０）

◎×

地 震 の と き、
あなたの家は
大丈夫？

　平成 28 年 4 月 14 日・16 日に発生した熊本地震で
は、多くの住宅が被害を受けました。
　熊本県建築住宅センターや人吉市では、住宅の耐震
診断や耐震化の補助金交付を実施します。今後の地震
に備えて、この機会に家を見直しましょう。

　熊本県建築住宅センターでは、今後の地震に備え
るため、戸建木造住宅の安全確認の耐震診断を実施
しています。

次の全てに該当する住宅
①県内にある戸建木造住宅（熊本市を除く）
②現に住宅所有者が住んでいるもの
③在来軸組工法や枠組壁工法（ツーバイフォー工法）
　か、伝統的構法で建築されたもの
④階数が地上 3 階以下のもの
⑤昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工したものか熊本地
　震で罹災したことが確認できるもの
⑥建築基準法に違反していないもの
⑦ほかの補助制度の補助金で耐震診断を実施してい
　ないもの

　人吉市では、地震が発生したときに住宅の被害を少
しでも防ぐため、戸建木造住宅の耐震改修などをする
方に補助金を交付します。

対象住宅

診断費用
住宅の図面がある場合       5,500 円
住宅の図面がない場合　19,000 円
※詳しくはお問い合わせいただくかホームページを
　ご覧ください。

耐震改修工事
耐震設計
耐震改修に必要な設計をする所有者に補助します。

【補助率】耐震設計費用の３分の２（上限 20 万円）
耐震改修工事
耐震設計に基づき耐震改修工事をする所有者に補助し
ます。

【補助率】耐震改修工事費用の２分の１（上限 60 万円）

耐震シェルター工事をする所有者に補助します。
【補助率】耐震シェルター工事費用の２分の１（上限
20 万円）

建て替え工事

耐震シェルター工事

建て替え工事をする所有者に補助します。
【補助率】耐震改修工事費用の 23％（上限 60 万円）

申込・問合せ
一般財団法人熊本県建築住宅センター（☎０９６－
３８５－０７７１）
ホームページ　http//www.bhckuma.or.jp

問合せ
市都市計画課建築係（☎２２－２１１１ 内線２４３５）

自宅の安全性が不十分だったときは
耐震化をしましょう！

自宅の安全を確認するための
耐震診断をしませんか？

申込開始日

8 月 15 日（火）
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身近な環境美化や地球温暖化対策について、皆さんに耳寄りな情報をお届けします。

これからの返済
どうすればいいの？

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

新刊案内

今月の紹介者

人吉のリーダーの皆さんが
おすすめの本を紹介します。

はい、こちら

消費生活
センター

です

人吉市消費生活センター
☎２２– ２１１１  内線 1215・1216

Consumption life center

困ったときは、市消費生活センター（市役所西間別館敷地内プレハブ　☎２２－２１１１  内線１２１５・１２１６）
または「消費者ホットライン」（☎１８８）に相談してください。

坂口 美重子著

小さな
アレンジメントの本

奥本 大三郎著

ファーブル先生の
昆虫記２

昆虫研究の楽しさ

　青井阿蘇神社と同時期に造
営された日光東照宮の彫刻に
ついて記された本。題材の物
語や季節感には約束事や組み
合わせがあることを知り大変
参考になりました。人吉球磨
は多数の文化財建造物が現存
する特異な地域です。この本
を片手に社寺を参拝するのも
楽しいのでは？ 今でも時折お
世話になる一冊です。

図説
社寺建築の彫刻

８月の休館日
７日、14日、21日、28日

場　所：カルチャーパレス内
開館日：火～日曜、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
　　　　　8/30㈬までの平日は～午後6時
休館日：月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）

　

日
々
の
暮
ら
し
を
潤
す
花
の

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
、「
彩
る
」

「
贈
る
」「
も
て
な
す
」
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
分
け
て
紹
介
し
ま

す
。
道
具
や
器
の
選
び
方
、
花

の
下
準
備
と
い
っ
た
基
礎
知
識

や
色
別
花
材
ガ
イ
ド
も
収
録
。

部
屋
に
花
を
飾
っ
て
み
た
い
け

れ
ど
、
何
か
ら
始
め
て
い
い
か

分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
方
に
ぜ

ひ
お
勧
め
し
ま
す
。

　

肉
食
の
虫
、
毒
虫
、
鳴
く
虫
、

冬
越
し
す
る
虫
。
昆
虫
の
面
白

さ
や
不
思
議
さ
、
巧
み
さ
を

人
々
に
伝
え
た
フ
ラ
ン
ス
の
昆

虫
学
者
フ
ァ
ー
ブ
ル
。
フ
ァ
ー

ブ
ル
昆
虫
記
に
興
味
は
あ
る
け

ど
長
く
て
難
し
そ
う
…
…
。
こ

の
本
な
ら
読
書
が
苦
手
な
子
ど

も
も
す
ら
す
ら
と
読
み
進
め
ら

れ
ま
す
。
見
開
き
で
一
話
完
結

の
本
。
人
気
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

●クールシェアで節電しよう！
　夏の暑い日は家庭の電気使用量の半分以上をエアコンが
占めています。エアコンを消して涼しい所に集まり、みん
なで涼を分かち合いませんか？　
・家では一部屋だけエアコンをつけて家族だんらんを楽しむ
・公共施設や商店街など身近で涼しい場所を利用する
・木陰や水辺など自然が多い場所に行ってみる

第 15 回

青井阿蘇神社宮司

福
ふくかわ

川 義
よしふみ

文さん

エアコンを消して涼しい所に集まろう

高藤 晴俊著

　

夏
真
っ
盛
り
と
な
り
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
水
遊
び
が
楽
し
い
季
節

で
す
。
し
か
し
、
水
遊
び
中
に
子
ど

も
が
溺
れ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
す

る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
今
回
は

子
ど
も
た
ち
を
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
に
起
き
た
事
故
や
事

故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
事
故
が
起
き
て
い
ま
す

プ
ー
ル
で
の
事
故

・
子
ど
も
用
プ
ー
ル
で
遊
ん
で
い
た

が
、
親
が
数
分
間
目
を
離
し
た
と
こ

ろ
、
隣
の
大
人
用
プ
ー
ル
に
う
つ
ぶ

せ
で
浮
い
て
い
た
。
す
ぐ
に
引
き
上

げ
気
道
確
保
し
、
救
急
搬
送
し
た
。

・
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
転
倒
し
、
後
頭

部
を
打
撲
し
て
数
回
嘔お
う
と吐
し
た
。

●
プ
ー
ル
や
水
遊
び
場
は
滑
り
や
す

　

く
段
差
が
あ
る
た
め
、
走
っ
た
り

　

ふ
ざ
け
た
り
し
な
い
よ
う
注
意
を

　

促
す
。

●
プ
ー
ル
に
は
強
く
水
が
噴
き
出
る

　

所
や
吸
い
込
ま
れ
る
危
険
が
あ
る

　

吸
水
口
・
排
水
口
が
あ
る
た
め
、
そ

　

の
よ
う
な
場
所
に
近
づ
い
た
り
触

　

れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

川
遊
び
で
の
事
故

・
子
ど
も
が
１
人
で
川
遊
び
を
し
て

い
て
岸
か
ら
転
落
し
、深
み
に
は
ま
っ

て
溺
れ
た
。

・
増
水
し
た
川
で
、
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
遊
ん
で
い
て
溺
れ
た
。

●
川
に
行
く
前
は
も
ち
ろ
ん
、
遊
ん

　

で
い
る
と
き
も
天
候
や
川
の
情
報

　

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

●
川
の
流
れ
に
気
を
付
け
、
急
な
深

　

み
や
滑
り
や
す
い
と
こ
ろ
が
な
い

　

か
注
意
す
る
。

●
子
ど
も
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

夏
場
に
起
こ
り
や
す
い
子
ど
も
の

事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

正
し
く
着
用
さ
せ
る
。

●
雨
が
降
り
始
め
た
り
、
雷
が
聞
こ

　

え
た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
避

　

難
す
る
。

海
で
の
事
故

・
子
ど
も
３
人
が
波
打
ち
際
で
遊
ん

で
い
た
と
こ
ろ
、
高
波
を
受
け
て
沖

に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

●
天
候
の
変
化
に
注
意
し
、
悪
天
候

　

の
時
は
海
に
行
か
な
い
。

●
遊
泳
禁
止
や
離
岸
流
（
沖
に
向
か

　

う
流
れ
）
な
ど
の
場
所
を
確
認
し
、

　

危
険
な
場
所
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ

　

な
い
。

●
釣
り
や
ボ
ー
ト
に
乗
る
と
き
は
ラ

　

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用

　

す
る
。

　
※
水
遊
び
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
大

人
が
付
き
添
い
、
子
ど
も
か
ら
目
を

離
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
事
故

に
気
を
付
け
て
安
全
に
夏
の
水
遊
び

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※
消
費
者
庁
で
は
「
子
ど
も
を
事
故

か
ら
守
る
！ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.caa.go.
jp/kodom

o/index.php

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「24時間　震災問題・借金・生活保
護110番（相談会）」のお知らせ

　熊本地震で被災された方や借金の返済に
行き詰まっている方、生活保護について悩
んでいる方に向けた司法書士による無料相
談会を開催します。

日 時　８月18日（金）午後４時～ 19
　　  　　日（土）午後４時
　　　　  ※24時間いつでも相談を受けま
　　　　  す。
電話相談　☎０９６－３６４－０８００
面談相談　熊本県司法書士会館２階（熊本
　　　　  市中央区大江４丁目４番34号）
問 合 せ　司法書士　野口 嘉津馬さん
　　　　  （☎０９６－２８８－３７８８）
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Mayor ' s  Diary

人吉の食材を使った人吉の伝統食の作り方を紹介します。

Vol.26

作り方

⑮

保健センター子育て通信

問 市保健センター母子保健係(☎２４－８４２０)

問 人吉球磨日本遺産活用協議会
　 （市歴史文化課内　☎２２－２３２４)
ホームページ　http://hitoyoshi-kuma-heritage.jp/

ふ
る
さ
と
の
食
指
南
書
作
成
委
員
会 

会
長
　
山
上 

日
出
世
さ
ん

人吉市長　松岡 隼人

田植えのよけまんとして食べていた

「ミョウガまんじゅう」

①ミョウガの葉は、洗って水気を切っておく
②もち米粉と小麦粉にぬるま湯を少しずつ入れ、耳たぶ程度の硬さ
　にこねて 10個に分ける
③あんこは 10個に丸めておく
④②であんこを包み、ミョウガの葉をくるりと巻いて 10 ～ 15 分
　くらい蒸したら出来上がり！

ミョウガの葉（10 枚）／もち米粉（200㌘）／小麦粉（150㌘）
／塩（少々）／あんこ（300㌘）

▲「ミョウガまんじゅう」と「キクラゲのつくだ煮」（右奥）

　よけまんとは、主に農作業の休憩
時間に食べるおやつのこと。にぎり
飯や漬物、ミョウガ・ソーダまんじゅ
うなど旬の素材を材料に織り交ぜ、
田や畑で食べていました。よけまん
で作ったものは子どものおやつにも
なり、楽しみにしていたものです。
　横に添えたキクラゲのつくだ煮は
ご飯のお供に最適です。

材 料（5 人分）

子育て世代包括支援センターの愛称とシンボルマークが決定!!
　市民の皆さんに親しみをもって利用いただくため
に、４月に募集した「人吉市子育て世代包括支援セ
ンター」の愛称とシンボルマークが決定しました。

　今回決定した愛称「すくすく子育てセンター」の
名前のごとく、子どもたちが心身共にすくすくと成
長できるように、妊娠期から子育て期にわたるまで
切れ目なく支援を行います。専門のスタッフがさま
ざまな関係機関と連携し、妊産婦やその家族をサ
ポートするなど子育て支援を進めていきますので、
気軽にご相談ください。
　決定した愛称とシンボルマークは、看板を作製し
て市保健センターの玄関に設置しています。ご応募
いただいた皆さんありがとうございました。

「すくすく子育てセンター」（市保健センター内）
開所日　月～金曜（祝日、年末年始12月29日～１
　　　　月３日は閉所）
開所時間　午前８時30分～午後５時15分

人吉球磨は「民謡の宝庫」
　民謡は、農作業や土木作業の音頭を取る
ための労働歌、祭りや宴席での歌、子守歌、
わらべ歌などがあり、どれも日々の生活の
中から生まれました。
　県教育委員会が昭和 63 年に県内の民謡
を調査した報告書には 1,361 曲掲載され、
そのうち人吉球磨地方は 503 曲と約４割
を占めています。民謡に「殿

との

」という歌詞
が出てくるものがあります。「球磨の六調
子」では「殿の御前に鶴が舞う」という歌
詞があり、そこから領民が相良氏を誇りに
思う様子をうかがうことができます。
　人々の生活と密接な関係にあった民謡
も、時代の移り変わりとともに歌える人が
少なくなりました。そのような中、本市で
は人吉球磨の民謡全国選手権大会を開催
し、地域の歴史を物語る無形の文化財とし
て継承保存、普及に努めています。

▲当地で歌い継がれた民謡は日本遺産の構成文化財の一つ

人吉球磨の民謡

≪愛称≫　すくすく子育てセンター
匿名希望　　（人吉市、60歳代女性）

  ≪シンボルマーク≫

西村　藍さん　（球磨村、20歳代女性）

　

九
州
北
部
で
集
中
豪
雨
が
発
生

し
、多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
に

対
し
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。
本
地
域
で
も
い
つ
同
じ
よ
う

な
豪
雨
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
す
。
梅
雨
は
明
け
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
台
風
の
時
季
で
も
あ

り
、
十
分
な
備
え
と
心
構
え
を
持
ち

早
め
の
避
難
誘
導
に
努
め
ま
す
。　

　

高
校
野
球
県
大
会
ベ
ス
ト
４
を
懸

け
て
戦
っ
た
多
良
木
高
と
球
磨
工
高

の
応
援
に
藤
崎
台
県
営
野
球
場
へ
行

き
、
猛
暑
の
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
白
球

を
追
う
選
手
た
ち
へ
声
援
を
送
っ
て

き
ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
と
も
敗
れ
は

し
た
も
の
の
、
緊
迫
し
た
試
合
で
臆

す
る
こ
と
な
く
最
後
ま
で
諦
め
ず

堂
々
と
プ
レ
ー
す
る
選
手
た
ち
を
見

て
、と
て
も
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
選
手
た
ち
を
支
え
る
ベ
ン

チ
や
ス
タ
ン
ド
の
一
体
感
に
も
感
動

し
ま
し
た
。

　

同
じ
目
標
を
持
ち
、
み
ん
な
で
一

体
と
な
っ
て
進
む
そ
の
姿
は
、
町
づ

く
り
で
も
同
じ
で
す
し
、
生
徒
た
ち

も
こ
れ
か
ら
人
生
を
歩
む
上
で
と
て

も
い
い
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
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３歳までの子どもの写真募集中！
応募・問合せ　〒 868-8601
人吉市下城本町 1578 番地１
市企画課広報担当

（☎ 22–2111  内線 2222）
電子メール
kikaku@hitoyoshi.kumamoto.jp
↑はＱＲコードから読み取れます

連絡先を忘れずに

■ 

編
集
後
記 

■

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
下
記
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
。
８
月
25
日
㈮
必

着
。

宛
先　

〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

人

吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
番
地
１ 

市
企
画
課
広
報
担
当

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
hitoyoshi.kum

am
oto.jp

※
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　おたよりコーナーにご応募いただいた方の中から抽選で、人吉市のふるさと納税返礼品にご協力いただいている
事業所から商品をプレゼントします。皆さんからのご応募お待ちしています！ 

人吉市ではふるさと納税の返礼品を多数そろえています。市外に住む家族や友人にぜひご紹介ください！
ふるさと納税の返礼品に出品いただける商品も募集しています。詳しくはお問い合わせください。
問合せ　市企画課シティプロモーション推進室（☎２２－２１１１  内線２２２２）

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

熱
中
症
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？ 

去
年
よ
り
も
暑
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
が
、
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
？ 

夏
を
楽

し
み
な
が
ら
も
水
分
・
塩
分

補
給
を
忘
れ
ず
に
暑
い
夏
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
ね
！

　
新
市
庁
舎
の
基
本
設
計
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
ん

な
市
庁
舎
に
な
る
の
か
と
今

か
ら
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
す
。
新
し
い
市
役
所
の
完

成
が
楽
し
み
で
す
！（
渡
邊
）

■ 次号９月１日号のおたよりコーナーのプレゼント ■

「高橋酒造株式会社」の
本格米焼酎 金銀しろ（３本入りセット）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
７
月
９
日
に

ひ
と
く
ま
ね
っ
と
（
火
の
国
未
来

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
人
吉
球
磨

ブ
ロ
ッ
ク
）
の
熊
本
地
震
復
興
交

流
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
被
災

地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
た
こ
と
が
な
く
、
私
で
役
に

立
て
る
の
か
と
最
初
は
迷
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
で
見
た
り
、

話
に
聞
い
た
り
す
る
だ
け
で
は
分

か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
復
興
交
流
活
動
の
場
所

は
上
益
城
郡
益
城
町
の
仮
設
団

地
。
山
鹿
建
築
士
会
が
建
築
し

た
子
ど
も
神
楽
の
舞
台
完
成
を

祝
い
、
仮
設
住
民
の
方
と
一
緒
に

餅
を
つ
い
た
り
昼
食
を
作
っ
た
り

し
ま
し
た
。
完
成
し
た
温
か
み
の

あ
る
子
ど
も
神
楽
舞
台
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
が
神
楽
を
演
舞
。

神
楽
を
舞
っ
た
男
の
子
は
り
り
し

く
、
女
の
子
は
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
「
人

吉
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
隊
員

の
日
々
の
活
動
を
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
。

は
、
最
初
緊
張
し
ま
し
た
が
皆
さ

ん
に
笑
顔
で
迎
え
て
も
ら
え
、「
遠

く
か
ら
あ
り
が
と
う
」
と
声
も
掛

け
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
元
気
を
分
け
に
行
っ
た
つ
も

り
で
し
た
が
、
逆
に
た
く
さ
ん
元

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人吉市地域おこし協力隊

隊員　今
いまおか

岡  千
ち あ き

晶　創業 100 年以上の歴史ある高橋酒造株式会社の「本格米焼酎 金
銀しろ（3 本入りセット）」をお一人様にプレゼントします !!
　上品な香りと軽やかな口あたりの淡麗タイプ「しろ」。芳醇な香
りと樽熟成が生み出すまろやかな口当たりが特徴の「金しろ」。吟
醸酵母を使い低温発酵で丁寧に造り深くまろやかな味わいが特徴
の「銀しろ」。全く違う３つの「しろ」をお楽しみください。
■問合せ　球磨焼酎ミュージアム白岳伝承蔵
　　　　　（合ノ原 461 －７　☎３２－９５７０）

★
広
報
ひ
と
よ
し
７
月
１
日
号
の

話
題
を
お
っ
て
コ
ー
ナ
ー
で
「
ひ

と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ
」
の
記
事
を

拝
見
し
ま
し
た
。
市
長
と
参
加
者

の
間
で
ど
の
よ
う
な
や
り
取
り
が

さ
れ
て
い
る
の
か
興
味
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
行
事
に
は
参
加
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元

で
開
催
さ
れ
る
と
き
に
は
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

P.N
ほ
の
さ
ん
（
願
成
寺
町
）

●
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
ひ
と
よ

し
未
来
カ
フ
ェ
」
は
、
市
長
に
直

接
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

い
い
機
会
で
す
。
話
し
を
聞
く
だ

け
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

★
私
は
、
市
の
図
書
館
を
よ
く
利

用
し
て
い
ま
す
。
職
員
の
皆
さ
ん

が
い
つ
も
親
切
に
応
対
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

実
は
昨
年
の
７
月
、
人
吉
新
聞

に
「
市
図
書
館
の
コ
ピ
ー
代
20
円

は
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

投
稿
し
た
と
こ
ろ
目
に
留
め
て
も

ら
え
、
こ
と
し
４
月
か
ら
10
円
に

値
下
げ
さ
れ
ま
し
た
。

　

取
り
立
て
て
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
広
報

ひ
と
よ
し
で
知
ら
せ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
庁
舎

が
で
き
る
と
き
は
、
図
書
館
も

ぜ
ひ
拡
充
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

吉
岡
さ
ん
（
下
青
井
町
）

●
日
頃
か
ら
市
図
書
館
を
利
用

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
市
図
書
館
内
資
料
の

コ
ピ
ー
料
金
は
こ
と
し
４
月
か
ら

１
枚
10
円
に
値
下
げ
し
ま
し
た
。

近
々
あ
ら
た
め
て
広
報
ひ
と
よ
し

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
図
書
館
の

拡
充
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ご

意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

★
人
吉
の
高
校
生
を
ア
メ
リ
カ
に

派
遣
す
る
事
業
の
募
集
が
あ
る
そ

う
で
す
ね
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
た

く
さ
ん
の
高
校
生
が
挑
戦
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
外
国
で
得
た

経
験
や
知
識
は
、
き
っ
と
人
生
で

掛
け
替
え
の
な
い
も
の
に
な
り
ま

す
。P.N

つ
る
っ
ち
さ
ん
（
下
城
本
町
）

●
平
成
30
年
３
月
に
実
施
す
る
こ

の
事
業
は
、
今
回
３
回
目
で
す
。

今
ま
で
派
遣
さ
れ
た
高
校
生
を

見
て
い
ま
す
が
、
派
遣
前
と
後
の

変
化
は
一
目
瞭
然
。
話
し
方
や
目

の
輝
き
な
ど
全
て
に
お
い
て
自
信

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
帰
国
し
て
き
ま

す
。
高
校
生
に
は
こ
の
チ
ャ
ン
ス

に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
！

日
本
遺
産
の
構
成
文
化

財
の
追
加
認
定
、
青

井
阿
蘇
神
社
の
旧
青
井
家
住

宅
と
み
そ
ぎ
橋
の
国
文
化
財

登
録
。
国
宝
指
定
か
ら
来
年

で
10
年
。
10
年
で
人
吉
は
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
？ 

文
化

財
調
査
に
関
わ
っ
た
一
人
と

し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

人
や
生
活
環
境
、
文
化
な
ど

わ
が
ま
ち
の
魅
力
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
掘
り

下
げ
、
磨
き
上
げ
て
い
く
の

も
広
報
の
使
命
か
な
と
感
じ

た
夏
の
日
で
し
た
。（
山
本
）

　

人
吉
市
で
は″
よ
そ
者
”

な
ら
で
は
の
知
恵
や
経
験

を
生
か
し
、
一
緒
に
人
吉
市

の
魅
力
を
発
見
、
発
信
し

て
い
く
仲
間
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
企
画
課
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室

（
☎
22
‐
２
１
１
１ 

内
線

２
２
２
２
）

人
吉
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

4

4

4

4

4

4

4

4

9

（
情
報
発
信
業
務
）
募
集
中
!!

じいじ、ばあば、ばあ
ちゃんいつも遊んでく
れてありがとう！

じいちゃん、ばぁちゃ
ん、お相撲いっぱいし
ようね

もうすぐ誕生日 ! プレ
ゼント募集中です

松
まつばら

原 叶
と く

來ちゃん湯
ゆ も と

本 怜
れい

ちゃん永
な が た

田 杏
あ ず さ

咲ちゃん
２歳（下林町） ３歳（上永野町）11カ月（上薩摩瀬町）

平成27年７月23日生 　平成25年10月27日生平成28年８月12日生

雅也パパ・梢ママ 哲昭パパ・伸ママ達也パパ・美幸ママ
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号

【問合せ】　人吉商工会議所（☎２２－３１０１）、市観光振興課（☎２２－２１１１ 内線５１４１）

※�来たときよりも美しく！ 翌朝６時からはクリーン人吉
早朝清掃を行います。ぜひご参加ください。

※ごみはお持ち帰りください。
※�危険防止のため、会場内でドローンは使用しないで

ください。

当日の交通規制
■水 の 手 橋　午後６時～ 10時　全面通行止め
■大橋・大手橋　午後６時～ 10時　車両通行止め
※�そのほか、会場周辺でも交通規制を行います。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。


